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図２. 2016年春期調査の優占種 
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図１. 春期調査におけるヒレアシシギ類を除いた最大観察数の

合計（■）と、ヒレアシシギ類を除いた継続サイトのみの最

大観察数の合計（●）の推移 （2000年から2016年の継続サイ

トN=45） 

  春期の個体数は2000年以来最小に 
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表１. 連続調査地の2015年、2016年の春期最大個体数上位20

種の個体数。前年度より減少した数を赤字で示す。N=95 
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  ハマシギ・トウネンが減少 
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図４. 2012年～2016年連続調査地のみの春期最大個体数合計 

上位10種の近年の動態。2012年の結果を基準としている。

N=95 

2015年春 2016年春 増減数 増減率

1 ハマシギ 32,616 28,390 -4,226 -13.0%

2 トウネン 9,314 8,286 -1,028 -11.0%

3 チュウシャクシギ 5,883 6,818 935 15.9%

4 キアシシギ 3,979 4,106 127 3.2%

5 ダイゼン 2,784 3,313 529 19.0%

6 キョウジョシギ 3,920 2,457 -1,463 -37.3%

7 オオソリハシシギ 1,687 2,023 336 19.9%

8 メダイチドリ 2,515 1,874 -641 -25.5%

9 ムナグロ 2,051 1,812 -239 -11.7%

10 ミユビシギ 1,134 1,233 99 8.7%

11 アオアシシギ 1,003 1,170 167 16.7%

12 ソリハシシギ 913 999 86 9.4%

13 ミヤコドリ 684 768 84 12.3%

14 シロチドリ 593 508 -85 -14.3%

15 オバシギ 328 414 86 26.2%

16 コチドリ 292 351 59 20.2%

17 ケリ 263 273 10 3.8%

18 セイタカシギ 244 271 27 11.1%

19 タカブシギ 154 230 76 49.4%

20 イソシギ 198 221 23 11.6%

その他の種 1300 1060 -240 -0.185

合計 71,855 66,577 -5278 -0.073

Bentzen, R., Dondua, A., Porter, R., Robards, M. & Solo-
vyeva,D.. 2016. Large- scale movements of Dunlin breeding 
in  Chukotka,  Russia,  during  the  non- breeding  peri-
od, Wader Study  Vol. 123.  

図３. ハマシギ 

  アラスカの繁殖状況 


